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エアロゾルの散乱係数は、吸収係数と合わせて消散係数や単一散乱アルベドを規定し、エアロゾ
ルの気候への直接影響を左右する重要な値である。エアロゾル粒子は親水性の物質を含む場合が
多く、その場合は吸湿による粒子成長の影響で、高湿度条件ほど散乱係数が増大すると考えられ
る。しかしながら大気を屋外から空調された室内に引き込んで散乱係数を測定される場合などに
は特に、温度変化の影響で、大気条件とは異なる湿度での測定となってしまう場合が多く、測定
値を実大気中での動態解析に用いる際には注意が必要である。
 そこで我々は室内に引き込んだ大気に、調整された量の水蒸気を添加することで、相対湿度を
約30～90％の範囲で制御してから積分型ネフェロメータによって散乱係数を測定する方法を採
用し、2009年5月、福江島大気環境観測施設(32.75N, 128.68E)にて集中的な観測を行った。目的
は、実大気湿度条件での散乱係数を推定すること、より適切な単一散乱アルベドの導出を目指す
こと、また湿度依存性と化学成分との対応関係を考察することである。期間の平均では、乾燥条
件(相対湿度40％)と比較して、野外の湿度条件（平均的な相対湿度は75％）では散乱係数は1.5
倍以上となり、湿度依存性を考慮することが不可欠であることがわかった。実大気湿度条件での
散乱係数は、MAX-DOAS法によって導出された消散係数と一致度が高いことがわかった。エア
ロゾル質量分析計で測定された有機物、硫酸エアロゾル濃度と合わせて解析を行った結果、有機
エアロゾルの比率が高まると散乱係数の湿度依存性が弱まる傾向がみられ、過去の研究と整合的
であることがわかった。
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